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新
緑
が
爽
や
か
な
風
に
揺
ら
れ
る
美

し
い
こ
の
季
節
、
会
員
の
皆
様
方
に
は

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
林

政
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
誌
上

を
お
借
り
し
て
、
一
言
、
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

県
土
の
約
７
割
を
占
め
る
森
林
は
、

水
源
の
涵か

ん

養
や
土
砂
崩
れ
の
防
止
、
木

材
の
生
産
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
二

酸
化
炭
素
吸
収
等
、
私
た
ち
の
生
活
に

多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
の
人
工
林
の
約
８
割
が

41
年
生
を
超
え
て
お
り
、
本
格
的
な
利

用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
、

若
い
森
林
が
極
端
に
少
な
く
、
「
伐
っ

て
・
使
っ
て
・
植
え
て
・
育
て
る
」
林

業
サ
イ
ク
ル
を
持
続
的
に
循
環
さ
せ
る

た
め
に
は
、
計
画
的
な
伐
採
と
、
伐
採

後
の
確
実
な
再
造
林
の
推
進
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
的
な
保
全
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

企
業
の
増
加
や
、
社
屋
な
ど
中
大
規
模

建
築
物
に
木
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る

企
業
が
増
え
る
な
ど
、
環
境
問
題
へ
の

関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
森
林
や
林
業
を
取
り
巻
く

社
会
や
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

令
和
７
年
３
月
、
「
21
お
か
や
ま
森

林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
見
直
し
、
確

実
な
再
造
林
の
推
進
向
け
て
、
伐
採
と

再
造
林
の
連
携
に
よ
る
低
コ
ス
ト
造
林

の
推
進
や
、
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
へ

の
植
替
え
の
促
進
に
一
層
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
等
の
活

用
に
よ
る
新
た
な
森
林
価
値
の
創
出
、

森
林
経
営
管
理
制
度
の
一
層
の
推
進
と

制
度
を
担
う
市
町
村
へ
の
支
援
、
林
業

経
営
体
の
育
成
や
担
い
手
の
確
保
、
公

共
建
築
物
や
民
間
非
住
宅
な
ど
建
築
物

一
般
に
お
け
る
県
産
材
の
利
用
促
進
な

ど
、
ビ
ジ
ョ
ン
で
描
く
将
来
像
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
諸
施
策
の
推
進
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
地
域
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
緑
の
候
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
方

に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
治

山
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
誌
上

を
お
借
り
し
て
、
一
言
、
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
を
始

め
日
本
各
地
で
大
規
模
な
林
野
火
災
が

相
次
ぎ
、
本
県
で
も
、
岡
山
市
南
区
飽

浦
地
内
に
お
い
て
、
延
焼
範
囲
５
６
５

㌶
と
な
る
林
野
火
災
が
令
和
７
年
３
月

23
日
に
発
生
し
ま
し
た
。
県
で
は
、
市

等
と
連
携
し
て
山
火
事
跡
地
の
早
期
復

旧
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
、
一
層

の
山
火
事
予
防
対
策
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
の
約
７
割
を
占
め
る
森

林
は
、
水
源
の
涵か

ん

養
、
土
砂
崩
れ
の
防

止
、
木
材
の
生
産
、
生
物
多
様
性
の
保

全
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
、
様
々
な

機
能
を
有
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
多
大

な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
で
は
、
「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う

林
業
サ
イ
ク
ル
を
循
環
さ
せ
る
た
め
、

伐
採
か
ら
植
栽
ま
で
連
続
し
て
行
う
一

貫
作
業
や
低
密
度
植
栽
、
再
造
林
地
で

の
シ
カ
被
害
対
策
な
ど
、
コ
ス
ト
低
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
苗
木
に
よ

る
主
伐
後
の
確
実
な
再
造
林
を
推
進
し
、

森
林
資
源
の
若
返
り
と
花
粉
発
生
源
対

策
を
一
層
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
頻
発
化
、
激
甚
化
す

る
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
、
山
地
災
害
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る
治
山
施

設
の
整
備
や
長
寿
命
化
を
図
り
、
防

災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。　

　

更
に
、
昨
年
度
、
運
用
を
開
始
し
た

開
発
地
巡
視
シ
ス
テ
ム
を
保
安
林
の
管

理
や
林
地
開
発
指
導
に
活
用
す
る
等
に

よ
り
、
森
林
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
は
、
森
林

所
有
者
の
皆
様
を
始
め
、
関
係
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

林
政
課
長

　

三
宅  

美
裕

治
山
課
長

　

井
上  

昌
則
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目
に
鮮
や
か
な
新
緑
の
候
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
森
林
研
究

所
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
誌
上
を

お
借
り
し
、
一
言
、
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

当
研
究
所
は
、
昭
和
27
年
に
林
業
試

験
場
と
し
て
開
設
さ
れ
て
以
来
、
自
然

的
条
件
や
林
業
生
産
技
術
等
の
特
性
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
時
代
の
要
請
に
応
じ

た
様
々
な
試
験
研
究
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

本
年
度
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、

林
業
分
野
で
は
、
「
少
花
粉
品
種
の
種

子
安
定
生
産
技
術
の
確
立
」
や
「
セ
ル

育
苗
に
よ
る
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
コ

ン
テ
ナ
苗
の
安
定
生
産
」
等
の
試
験
研

究
に
取
り
組
む
ほ
か
、
造
林
に
必
要
な

優
良
種
苗
を
供
給
す
る
機
関
と
し
て
、

少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
種
子
の
安
定

的
か
つ
持
続
的
な
生
産
に
努
め
る
と
と

も
に
、
再
造
林
の
一
層
の
推
進
に
向
け
、

採
種
園
の
新
規
造
成
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
加
工
分
野
で
は
、
「
中

目
・
大
径
材
か
ら
採
材
さ
れ
る
構
造
材

等
の
価
値
向
上
に
関
す
る
研
究
」
や

「
県
産
ヒ
ノ
キ
材
を
内
装
と
し
て
使
用

し
た
空
間
の
快
適
性
の
評
価
」
等
の
試

験
研
究
の
ほ
か
、
企
業
等
か
ら
持
ち
込

ま
れ
る
大
断
面
の
製
材
品
や
集
成
材
等

の
強
度
等
性
能
評
価
試
験
に
よ
り
、
木

材
業
界
へ
の
技
術
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
所
内
の
林
業
技
術
研
修
棟

を
拠
点
と
し
て
、
林
業
就
業
者
や
市
町

村
職
員
等
を
対
象
に
、
伐
採
技
術
の
向

上
や
森
林
作
業
道
の
作
設
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
運
用
、
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
森
林
・
林
業
に
関
す
る
研
修
・

技
術
普
及
を
行
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
要
請
に
沿
っ
た

実
用
的
な
試
験
研
究
と
成
果
の
公
表
、

林
業
技
術
の
普
及
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
先
の
大
規
模
山
林
火
災
の
復
旧
に

つ
き
ま
し
て
も
、
研
究
サ
イ
ド
か
ら
支

援
を
行
う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

森
林
研
究
所
長

　

掛
屋  

晶
則
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２１おかやま森林・林業ビジョンの見直しについて

施策の基本方針と施策体系 森林・林業・木材産業の現状と課題 

４ 快適な森林環境の創出 

(１)森林資源の適正な管理と花粉発生源対策の推進 
(２)森林機能の維持増進と防災対策の強化 

(１)人と環境に優しい木材利用の推進  
(２)木材製品の品質向上と新たな木材利用  

３ 県民参加による森づくりの推進 

１ 持続的な森林経営の推進 

(１)計画的かつ効率的な林業生産活動の推進  
(２)確実な再造林と少花粉スギ・ヒノキへの植替えの促進  
(３)意欲と能力のある林業経営体の育成  

２ 循環資源である木材・木質バイオマスの利用推進 

本県の森林・林業のあるべき姿や取り組むべき基本方針を示した「２１おかやま森林・林業ビジョ
ン」（計画期間：令和２（２０２０）年度～１１（２０２９）年度）について、策定から５年が経過
し、森林や林業を取り巻く変化を反映させた見直しを行いました。 

再造林による 
若齢林の造成 

・若齢林が極めて少なく、主伐後の再造林などの計画的
な森林整備が必要 

・再造林等には林業経営体や林業従事者の育成が必要 
・シカによる植栽木の食害が急増しており、再造林に向け
ての課題 

・森林整備を促進するためには、森林資源の活用が必要 

◆確実な再造林の推進  

◆県産材の利用促進 

◆花粉の飛散低減の推進 

◆森林経営管理制度の推進  

（ 重点施策 ） 

※下線は主な見直し部分です。 

詳細は、林政課ホームページをご覧ください。 

URL https://www.pref.okayama.jp/pa
ge/653400.html 

２１おかやま森林・林業ビジョンの見直しについて
本県の森林・林業のあるべき姿や取り組むべき基本方針を示した「２１おかやま森林・林業ビジョン」（計
画期間：令和２（２０２０）年度～１１（２０２９）年度）について、策定から５年が経過し、森林や林業
を取り巻く変化を反映させた見直しを行いました。
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向
を
反
映
し
、
間
伐
の
実
施
が
可
能
な

区
域
は
森
林
経
営
計
画
の
中
へ
組
み
込

み
ま
し
た
。
岡
山
市
で
は
、
令
和
５
年

度
に
は
北
区
御
津
虎
倉
地
区
に
お
い
て

経
営
管
理
集
積
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
も
地
元
に
精
通
し
た
岡

山
森
林
組
合
の
力
添
え
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
で
す
。

三
　
皆
伐
再
造
林
の
推
進

　

岡
山
県
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
地
域

再
造
林
推
進
Ｗ
Ｇ
を
開
催
し
て
、
確
実

な
再
造
林
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

岡
山
普
及
指
導
区
で
は
、
岡
山
森
林
組

合
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
、
岡
山
市
と
吉
備
中
央
町
（
旧
加
茂

川
町
エ
リ
ア
）
で
再
造
林
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
岡
山
森
林

組
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
皆
伐
を
す
る

場
合
は
必
ず
植
林
を
行
う
こ
と
を
条
件

に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
利
な
造
林
補
助
事
業
を
活

用
す
る
た
め
に
は
森
林
経
営
計
画
の
策

定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
岡
山
市

と
吉
備
中
央
町
の
協
力
の
も
と
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
岡
山
普
及
指
導
区
と

し
て
は
森
林
の
機
能
性
や
現
場
の
状
況

を
踏
ま
え
て
指
導
助
言
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

四
　
備
前
県
民
局
若
手
職
員
研
修

令
和
６
年
９
月
に
備
前
県
民
局
農
林

水
産
事
業
部
の
若
手
職
員
を
対
象
に
し

た
研
修
会
の
開
催
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
研
修
の
内
容
は
、
若
手
職

員
に
林
業
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
森
林
組
合
の
所
有
す
る
高
性
能

林
業
機
械
等
を
活
用
し
て
、
木
材
の
伐

倒
、
玉
切
り
、
積
込
み
、
搬
出
ま
で
の

工
程
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
生
の
現
場

一
　
は
じ
め
に

岡
山
普
及
指
導
区
内
の
認
定
事
業
体

で
あ
る
岡
山
森
林
組
合
の
近
年
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二
　
森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組

　

岡
山
森
林
組
合
で
は
、
岡
山
市
と
吉

備
中
央
町
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
森
林

所
有
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
区
域
の
測

量
や
地
元
と
の
調
整
な
ど
に
も
協
力
し

て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
、
令
和
２
年
度
に
は
吉
備
中
央
町

（
旧
加
茂
川
町
）
の
森
林
所
有
者
の
意

の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

五
　
終
わ
り
に

岡
山
森
林
組
合
は
造
林
事
業
の
外
、

ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
事
業
や
治
山
事
業

な
ど
に
も
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
森

林
経
営
管
理
制
度
を
は
じ
め
岡
山
普
及

指
導
区
内
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

の
振
興
の
た
め
大
変
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
、

県
南
地
域
に
お
け
る
持
続
的
な
林
業
経

営
の
推
進
に
つ
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
的
な

役
割
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
、
普
及
指
導
区
と
し
て
も

伴
走
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。（岡

山
普
及
指
導
区　

上
野　

和
俊
）

が
ん
ば
る

お
か
や
ま
の
事
業
体

【
岡
山
森
林
組
合
】

備前県民局若手職員の研修会

現場で活躍する高性能林業機械

森林経営計画の確認状況

再造林ＷＧの開催状況
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県主催の令和７年度研修計画

森林作業道作設研修（Ｒ６）
研修名

主な研修内容 時期 人数

多能工育成研修

森林作業道作設
（基礎）

森林作業道作設指針

５月
８名
募集終了

路網計画

踏査選点

基礎土工（切土・盛土）

森林作業道作設
（応用）

路線計画

１０月 ８名
基礎土工のふりかえり

応用土工（土場・曲線・洗越し）

出来形管理

森林作業道作設 指導方法
１２月 ５名

（新規指導者育成） 高度な作設技術

伐採技術向上研修

前期 労働災害の現状・ＶＲ体験、基礎技術確認 ５月
各 10名
募集終了

中期 指導技術の向上 ６月

後期 指導の実践 ７月

林業機械体験研修
（林業ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ） 全３回 高校生等による高性能林業機械の

基礎知識・操作体験 ８月 各 15名

市町村等支援研修
（地域林政アドバイザー研修）
※全日程を修了された方
　には修了証を交付

第１回 森林・林業総論、森林経営管理制度 ５月

各 15名
第２回 森林計画制度、森林法令 ６月

第３回 森林整備技術 ７月

第４回 森林情報活用 ８月

林業経営体育成研修

経営者向け
マネジメント研修
( 経営に係る意識改革、職員の資質向上等 )
講師：中小企業診断士等

６～２月 各 20名
管理職向けⅠ

管理職向けⅡ

職員向け

管理制度全般 森林経営管理制度、集積計画の作成　等 ６月 20名

基礎知識①

素材生産（川上側）から木材消費（川下側）
までに関する基礎知識 ８～２月 各 15名

基礎知識②

基礎知識③

基礎知識④

岡山県農林水産総合センター森林研究所（普及連携部普及推進
課林業普及推進班）及び県から委託を受けた（公財）岡山県林
業振興基金において、森林施業を担う林業従事者や森林経営管
理制度を担当する市町村職員等を対象とした研修を次のとおり
開催します。
　積極的なご参加をよろしくお願いします。

（注）研修内容は、天候等により変更になる場合があります。
（普及推進課　林業普及推進班）
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●林道事業　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課整備班】
　林業における生産性向上や、再造林や間伐等の適切な森林整備の促進
を図り、県産材の安定供給と持続可能な森林経営を推進するため、林内
路網の骨格となる林道の開設や改良、舗装による機能強化等を計画的に
推進します。
・林道の現況（令和５年度末現在）

路 線 数 総 延 長 林道密度
１,３４７路線 １,８７８ｋｍ ４.２ｍ／ha

●治山事業　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課整備班】
　荒廃した森林の早期復旧や、山地災害危険地区における災害の未然防
止に向けて、森林の持つ水源涵

かん
養や土砂流出防止等の公益的機能の回復

や維持・増進を図るため、治山ダム等の施設整備や長寿命化等を計画的
に推進します。

事　業　名 令和７年度計画
治山事業（国庫補助分）   ２４箇所
治山施設維持管理等 　  ６箇所

●造林事業　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課造林班】
　森林の有する水源涵

かん

養、地球温暖化防止などの多面的機能を持続的
に発揮させるため、少花粉スギ・ヒノキ苗木による再造林を促進して
森林の若返りと花粉の飛散低減を図るとともに、間伐等の保育による
森林整備、広葉樹林・針広混交林への誘導等による多様な森づくりを
推進します。
〇国庫補助造林事業
〇おかやま元気な森づくり推進事業
〇少花粉スギ等造林対策事業　等

●再造林推進のためのシカ林業被害総合対策事業　　　　　　　　　　　【担当課：治山課造林班】
　近年、シカによる造林木の食害が急増し、森林の確実な更新が困難と
なっている箇所が見受けられるため、これまでの防護対策のみの被害防
止に加え、再造林地周辺での捕獲を行う被害防止体制の整備やシカ被害
に強い低コスト再造林対策を推進するモデルの構築を支援します。
〇被害防止対策実施体制の整備（４地区で協議会設置）
〇シカ被害に強い低コスト再造林対策（防護対策、捕獲対策､一貫作業 
　との連携、大苗植栽実証、省力化　等）

●コンテナ苗で広げる花粉レスの森づくり事業　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課造林班】
　本格的な利用期を迎えたスギ・ヒノキ人工林の主伐及び再造林を進め
るとともに、国民の約４割以上を苦しめている花粉症の対策を行うた
め、少花粉かつ植栽時期を選ばないコンテナ苗を使用した一貫作業によ
る再造林を推進します。
　また、そのために必要な少花粉種子とコンテナ苗木の安定生産を図る
とともに、それらによる植替えを強力に推進します。
〇少花粉種子の増産対策
〇コンテナ苗生産効率化
〇植替えの促進（少花粉スギ等造林対策事業ほか）
〇普及啓発

令和７年度主要事業の紹介

【少花粉ヒノキコンテナ苗】
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●おかやま木づかいサポート事業
　公共建築物等を整備する市町村や民間事業者を対象に、ＣＬＴなどの木造建築に関するセミナーを
開催するほか、木造化・木質化の促進を支援するための相談窓口（木づかいサポート窓口 ) を開設し、
技術的な助言・指導を行う専門家を派遣します。
１ 問い合わせ先　  岡山県建築士会

●県産材利用促進ＰＲ事業
　県産材をＰＲするため、エンドユーザーや県民を対象とした展示会や木工教室の開催、広告媒体を
利用したＰＲ等の活動を支援します。
１　事業主体　県産材の生産及び利用に取り組む団体
２　補  助  率　１／２以内（上限25万円）

●おかやまの木で家づくり支援事業　　　　　　　　　　　　　　　【担当課：林政課林業木材班】
　環境への負荷が少なく再生可能な循環型資源である県産材を積極的に使っていただくため、県産森
林認証材を使用して住宅や民間非住宅の新築等を行う施工業者に助成金を交付します。
１　助成対象者　県内において住宅を新築又は改修する施工業者（大工･工務店等）
２　主な採択条件
（１）木造住宅・木造民間非住宅の新築

　建築主が居住するために新築される一戸建ての木造住宅及び木造　　
民間非住宅で主要構造部材に県産森林認証材を４㎥以上使用

（２）既存住宅の改修
　建築主が居住するために改修される住宅で主要構造部材等に県産
      森林認証材を１㎥以上使用

３　助成金額
区　　　　　分  受付件数 一戸（件）当たり助成額 助成単価

住　　　 宅
新　 築   ３５０戸程度  １２．８～３０．４万円 ・県産森林認証材 ３.２万円 / ㎥

・県産森林認証材のＪＡＳ製品
　の場合  ３.８万円 / ㎥

改　 修   １００戸程度    ３．２～３０．４万円
民 間 非 住 宅 新　 築    ５０件程度   １２．８～３０．４万円

４　申込先　　(一社)岡山県木材組合連合会 （ＨＰ　http://www.kaiteki-kinoie.or.jp/subsidy.html）

●木づかい脱炭素化促進事業
　公共施設等の展示効果の高い建築物に、県産認証材を利用した建築
物の設計や木造化、内外装の整備等を支援します。
１　助成対象者　県内に公共建築物や多数の集客が見込まれるなどＰＲ効果の高
　　　　　　　　い施設を整備する者(ただし、市町村が整備するものは除く)
２　主な採択条件
　　・木材利用促進のための普及啓発の実施及び協力が可能であること など
                                 　　　　　　　　      (詳細は、実施要領をご確認ください)　
３　補助率　　　１／２以内
４　支援内容

区　　　　　分 補助上限額
①設計支援 県産森林認証材を主要構造材に使用する建築物の設計費 150 万円／施設

②木造化支援
主要構造材に使用する県産森林認証材の材料費、加工費等 500 万円／施設
ＣＬＴ表しを使用の場合 650 万円／施設

③木造化支援
( 中大規模建築物 )

主要構造材に使用する県産材（森林認証材を１／２以上使用する
こと）の材料費、加工費等（民間建築物においては、県産の森林認証
材及びＪＡＳ製品を対象部材に使用する場合は建て方費も対象）

上限なし／施設

④木質化支援 内外装に使用する県産森林認証材の材料費、加工費等 150 万円／施設
⑤木製品導入支援 県産森林認証材を使用した木製品費等の購入費、材料費等 150 万円／施設
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●快適森林環境創出事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当課：林政課森林経営班】
　荒廃した里山林等を整備するとともに、松くい虫被害林等を伐採し、大径化する広葉樹の活用を促
進するなど、自然力を活用して里山林等を健全な姿に再生することにより、安全で快適な森林環境を
創出し、併せて森林の持つ公益的機能の回復を図ります。
［里山林等再生事業］
１　事業主体　森林組合
２　事業内容　不用木や竹林の伐倒・整理、緩衝帯の整理(補助率：定額)
［松くい虫被害林再生事業］
１　事業主体　（１）森林組合（２）市町村
２　事業内容　（１）樹種転換を目的とした過年度被害木及び不用木等の伐倒・整理(補助率：定額)　
　　　　　　　（２）道路沿線等の倒木の恐れがある過年度被害木の伐倒・整理(補助率：1/2以内)
［広葉樹等利用促進事業］
１　事業主体　（１）森林組合、木材生産業者等（２）しいたけ生産者等（３）市町村、森林組合、
　　　　　　　　木材生産業者等（４）市町村、森林組合、木材生産業者、森林整備法人
２　事業内容　（１）未利用広葉樹の利用に係る搬出経費　　(補助率：1/2以内(上限500万円))　　　
　　　　　　　（２）しいたけ原木等の倒木接種に係る経費　(補助率：1/2以内)
　　　　　　　（３）大径広葉樹の有効活用に必要な実証経費(補助率：1/2以内(上限100万円))
　　　　　　　（４）林地残材の有効活用に必要な実証経費　(補助率：1/2以内(上限150万円))

●持続可能な森林経営強化支援事業　　　　　　　　　　　　　　　【担当課：林政課森林企画班】
　「伐って・使って・植えて・育てる」という林業サイクルを循環させるには、主伐後の再造林など
の森林整備を計画的に実施する必要があることから、伐採業者と造林業者との連携や、Ｊ－クレジッ
トの創出を支援し、持続可能な森林経営を実現することとしています。
１　林業サイクル推進コーディネート事業

　一貫作業による再造林コストの削減を促進するため、伐採業者と造林業者との連携強化を図ると
ともに、森林所有者へ再造林の働きかけや長期受託契約に伴う森林経営計画の策定に向けた取り組
みを進めます。

２　森林Ｊ－クレジット創出支援事業
　森林経営計画を策定した森林においてＪ－クレジットの創出を促進するため、クレジット登録・
認証取得に必要な計画書作成等に要する経費を支援します。[補助率：１／２以内]

●森林管理システム市町村等支援事業　　　　　　　　　　　　　【担当課：林政課森林企画班他】
　平成31年4月に森林経営管理法が施行され、市町村が仲介役となり、森林所有者と林業経営体とを繋
ぐ森林経営管理制度が進められています。県では、県に譲与される森林環境譲与税を活用し、森林経
営管理制度を運用する市町村等への支援を総合的に実施することで、森林管理の適正化と林業経営の
効率化を図ることとしています。
１　推進体制支援
　・県と市町村との連携推進会議の開催
　・市町村職員や市町村が雇用する支援員（地域林政アドバイ
　　ザー）を対象とした森林・林業の基礎研修の実施
　・（公社）おかやまの森整備公社による専門的人材の紹介（林業
　　技術者等の人材バンク）や技術相談、林業経営に適さない森林
　　の管理受託体制の構築
２　森林管理データ整備・活用
　・市町村と共有している森林クラウドの森林情報（森林資源、地図情報等）の充実、森林資源・地
　　形情報のデジタルデータ整備
３　林業経営体の育成
　・林業経営体代表者等を対象とした経営の意識改革や職員の資質向上等に係る研修の実施
　・森林研究所林業技術研修施設の整備等による人材育成環境の充実
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●おかやまの森林・林業を支える担い手対策事業　　　　　　　　　【担当課：林政課普及指導班】
　人工林の豊富な森林資源を活用して林業のサイクルを循環させ、林業の成長産業化につなげていく
ためには、知識と技術を備えた優れた担い手が必要不可欠であることから、林業の担い手の確保・育
成・定着を図ります。
［晴れの国おかやまの林業就業促進事業］　実施主体：(公財)岡山県林業振興基金
　・就業相談窓口の開設、「林業就業ガイダンス」等の開催、就業促進に向けた情報発信
［林業インターンシップ促進事業］　事業主体：県
　・高校生や林業就業希望者等を対象とした林業機械等の操作を体験する現地研修の実施
　・高校生を対象とした林業事業体等との交流の機会の提供
［林業担い手育成総合対策事業］　実施主体：(公財)岡山県林業振興基金
　・認定事業体等の新規就業者への職場内研修への支援（補助率：１人当たり月額７万円）
　・認定事業体等の現場作業員が、各種技能講習を受講する経費支援（補助率：定額）
　・安全装備等の導入支援（補助率：１/２以内）
　・林退共、木退共の掛金の一部助成（補助率：１/４以内）　
　・労働強度の低減を図るための現場作業資材・機材の導入支援
　　（補助率：１/２以内）
　・下刈り作業従事者への手当支給の助成
　　（補助率：１/２以内（上限1,000円/人日））
　・高性能林業機械操作講習等への支援
　　（補助率：１/２以内（上限50,000円/教科））
　・職場環境改善を目的とした設備の導入
　　（補助率：１/２以内（上限500,000円））
　・雇用管理改善に係る巡回指導の実施
［多能工育成総合対策事業］　実施主体：県
　・地形、地質及び作業システムに適した森林作業道を作設できるオペレーターを養成する研修の実施
［伐採技術向上対策事業］　実施主体：県
　・林業経営体の現場指導者を対象として、立木伐採技術の要点・指導技術についての実地研修の実施
［林業労働安全衛生推進事業］　実施主体：林業・木材製造業労働災害防止協会岡山県支部
　・災害防止のための巡回指導、労働安全衛生推進会議の開催

技能講習会の開催（６月～８月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

伐木（特別教育） 津山 ７月23～25日、８月20～22日 林業・木材製造業労働災害防止協会　
岡山県支部
TEL(086)236-7077

岡山 ６月18～20日
刈払（安全衛生教育） 津山 ６月11日
※15名以上の受講者がある場合は、「伐木特別教育」又は「刈払機安全衛生　教育」の
特別開催（出張）を実施することができます｡
※｢伐木等特別教育｣９月分、受講募集中です。 　　　　　　　詳しくはHPをご覧下さい。

小型移動式クレーン運転 岡山 ７月24～25日

一般社団法人　
岡山県労働基準協会
TEL(086)225-3571

和気 ７月24～25日（サテライト会場）

玉掛け

岡山 ６月４～５日、７月３～４日
７月５～６日、８月４～５日

津山 ６月16～17日、７月15～16日
８月21～22日

玉野 ６月16～17日（サテライト）
８月21～22日（サテライト）

フォークリフト運転
岡山 ６月11日、６月14日、７月２日

７月22日、８月６日、８月23日
津山 ６月６日、７月４日、８月５日
玉野 ７月４日（サテライト）
新見 ６月19日

不整地運搬車 赤磐 ６月９～10日、７月14～15日
８月18～19日

(株)ＰＣＴ
（旧（株）PEO建機教習センター）
岡山教習所　TEL(086)956-2170

はい作業主任者 岡山 ６月４～５日、８月23～24日 陸上貨物運送事業労働災害防止協会
岡山県支部　TEL(086)234-1332

林業架線作業主任者（免許） 福山 ６月６日 中国四国安全衛生技術センター
TEL(084)954-4661

※詳細は申込先にお問い合わせください。

林災防岡山県支部 HP
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令和７年度狩猟免許試験・狩猟免許更新のご案内令和７年度狩猟免許試験・狩猟免許更新のご案内
※申請方法等については、岡山県鳥獣害対策室ホームページで御確認ください。
　https://www.pref.okayama.jp/soshiki/328/

■ 備前県民局農林水産事業部森林企画課
　 電話：086-233-9832
　 〒700-8604　岡山市北区弓之町6-1
■ 備中県民局農林水産事業部森林企画課
　 電話：086-434-7052
　 〒710-8530　倉敷市羽島1083

■ 美作県民局農林水産事業部森林企画課
　 電話：0868-23-1384
　 〒708-8506　津山市山下53
■ 岡山県農林水産部農村振興課鳥獣害対策室
　 電話：086-226-7439
　 〒700-8570　岡山市北区内山下2-4-6

お問合せ先

１　狩猟免許の試験
期　　日 開始時刻 試　験　会　場 所在地 定　員

第１回 　７月　２日(水曜日) 午前 9 時 30 分 勝山文化センター 真庭市勝山319 60名

第２回 　７月２３日(水曜日) 午前 9 時 30 分 テクノサポート岡山 岡山市北区芳賀5301 100名

第３回 　８月３１日(日曜日) 午前 9 時 30 分 マービーふれあいセンター 倉敷市真備町箭田40-1 100名

第４回 　９月１０日(水曜日) 午前 9 時 30 分 体験学習施設百花プラザ 岡山市東区西大寺南1-2-3 100名

第５回 １０月３０日(木曜日) 午前 9 時 30 分 グリーンヒルズ津山リージョンセンター 津山市大田920 100名

第６回 １１月２８日(金曜日) 午前 9 時 30 分 マービーふれあいセンター 倉敷市真備町箭田40-1 100名

２　狩猟免許の更新
期　　日 開始時刻 会　　　　　場 所　　在　　地

第１回 　６月２４日(火曜日) 受験票に記載 マービーふれあいセンター 倉敷市真備町箭田40-1

第２回 　８月　７日(木曜日) 受験票に記載 グリーンヒルズ津山リージョンセンター 津山市大田920

第３回 　８月２１日(木曜日) 受験票に記載 きびプラザ 吉備中央町吉川4860-6
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●製　材（４月）
樹　　種 寸　　　法 等級 区分 安　値　～　高　値（円 / ㎥） 備　考

ス　ギ
正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ  75,000 ～

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ  70,000 ～

ヒノキ

正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ  80,000 ～

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ  75,000 ～

正角４m　10.5cm角 特 等 Ｋ  80,000 ～

正角４m　12cm角 特 等 Ｋ  75,000 ～

マ　ツ 平角４m　10.5～12cm
　　　　　　×15～18cm 一 等 Ｋ 100,000 ～

米マツ
正角３m、４m　10.5cm角 特 等 Ｇ  81,000 ～

平角３m、４m　10.5cm
　　　　　　×15～21cm 特 等 Ｋ  98,000 ～

北洋アカマツ タルキ４m　3.8cm角 特 等 Ｋ 120,000 ～

ホワイトウッド 間柱３m　３cm×10.5cm 特 等 Ｋ  87,000～
注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

単位：千円／㎥

林　　産　　物　　市　　況

●木　材（４月１８日）出荷材積　約1,500㎥

樹種 長さ 径級 直材 小曲り 樹種 長さ 径級 直材 小曲り

杉

３ｍ

１４～１６ 12 ～

檜

３ｍ

１５～１６ 25 20

１８～２０ 12 ～ １８～２０ 21 20

２２～２８ 12 ～ ２２上 21 19

４ｍ
１８～２２ 11 ―

４ｍ
１６～１８ 23 22

２０～２２ 22 21２４～２８ 12 11

６ｍ １６～１８ ― ―
６ｍ

１６ ― ―

松 ３ｍ １８～２２ ― ― １８～２０ ― ―

概　　　況

杉概況
並材、3ｍ、4ｍ共に横這い、元木の買い気がやや弱い
ものの、良材は高値で取り引きされている。

檜概況
盛り返し気味だった檜材は、やや下げ調子になってき
ている。全体的には４ｍ造材がやや有利に思われる。
元木良材は変わらず高値横這いで取引されている。

【3m】
柱　材　横這い
中目材　横這い

【4m】
中目材　横這い
元　木　横這い

【3m】
柱　材　強含み
中目材　横這い
元　木　横這い

【4m】
柱　材　横這い
中目材　横這い　
元　木　横這い

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値
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普通
普通

緑の募金で進めようSDGｓ（持続可能な開発目標）

　
　
　

県
土
の
約
７
割
を
占
め
る
森
林
に
は
、

水
源
の
涵か
ん

養
や
県
土
の
保
全
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
な
ど
、
私
た
ち
の
安
全
で

快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
働
き

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で
は
平
成

16
年
度
か
ら
、
森
林
を
県
民
共
有
の
財

産
と
し
て
適
切
に
保
全
し
て
い
く
た
め
、

「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
を
導

入
し
、
県
民
の
皆
様
に
広
く
ご
負
担
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
森
林
を
よ
り
よ
い

姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
引
き
続
き
、
「
お
か
や
ま
森
づ
く

り
県
民
税
」
に
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
使
途
】

　

次
の
３
つ
の
柱
に
従
い
な
が
ら
、

「
伐
っ
て
・
使
っ
て
・
植
え
て
・
育
て

る
」
と
い
う
林
業
サ
イ
ク
ル
の
循
環
の

た
め
、
各
種
の
森
林
の
保
全
に
関
す
る

事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１　

水
源
の
涵か

ん

養
、
県
土
保
全
な
ど
の

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
高
め
る

森
づ
く
り

「
お
か
や
ま

森
づ
く
り
県
民
税
」
に

引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

２　

森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
担

い
手
の
確
保
・
育
成
・
定
着
と
木
材

の
利
用
促
進

３　

森
林
・
林
業
に
関
す
る
各
種
情
報

の
提
供
と
森
づ
く
り
活
動
の
推
進

  

（
林
政
課
普
及
指
導
班
）

税務課 HP

林政課 HP 

県内に住所がある人、
県内に家屋屋敷などを
持っている人

県内に事務所を持って
いる法人

　県民税（均等割）に加算して、住民税
の一部として納めていただきます。

　令和10年度分まで 　令和11年3月31日までに開始する
事業年度分まで

　法人県民税の申告の際に、県民税均等
割額に加算して納めていただきます。

年
額

年
額

均等割額の

相当額
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 ヒノキのくに岡山から、100％ 岡山県産材の合板が誕生  

※県産森林認証合板を床・壁・屋根に一定量以上使用すると、令和７年度おかやまの木で家づくり支援事業の 
 助成を受けることができます。 

お問い合わせ 〒701-1202 岡山市北区楢津 485 
        岡山県森林組合連合会 木材センター TEL 086-284-0299 

県産森林認証材 ♢ 12㎜厚 910 ㎜×1820 ㎜ 

 
JAS桧構造用合板 ♢ 24㎜厚 910 ㎜×1820 ㎜ 

防腐技術と加工技術で、人と森と未来を繋ぐ
3 0 . 4

3 5 0

1 0 01

5 0
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林
声

令
和
七
年
五
月
一
日
（
第
五
〇
一
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

編
集　
　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

発
行　
　

岡
山
市
北
区
楢
津
四
九
一
―
一

〒701-1202

「
津
山
信
用
金
庫
二
宮
支
店
」　

　

81
年
の
歴
史
を
持
つ
「
津
山
信
用
金

庫
二
宮
支
店
」
が
、
お
か
や
ま
森
づ
く

り
県
民
税
を
活
用
し
て
、
令
和
6
年
9

月
に
新
築
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

津
山
信
用
金
庫
は
、
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
等
に
貢

献
し
て
い
く
た
め
、｢

美
作
ひ
の
き
等
利

用
促
進
に
関
す
る
協
定｣

を
津
山
市
及
び

院
庄
林
業(

株)

の
３
者
で
締
結
さ
れ
て
お

り
、
協
定
後
の
第
１
号
店
と
な
る
本
店

舗
に
は
、
二
酸
化
炭
素
貯
蔵
量
75
ｔ
に

換
算
さ
れ
る
１
０
７
立
法
㍍
の
美
作
ひ

の
き
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
材
軸
組
工
法
で
建
築
さ
れ
た
店
舗

は
、
地
域
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ポ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
の

ひ
と
つ
と
し
て
お
り
、
樹
木
を
模
し
た

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介

柱
と
大
型
ガ
ラ
ス
に
よ
る
明
る
い
外
観

は
、
見
た
人
が
思
わ
ず
立
ち
寄
り
た
く

な
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 　

店
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
壁
や

天
井
に
美
作
ひ
の
き
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
さ
れ
た
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
吹
き
抜

け
の
大
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
場
所
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
や
ワ
イ

フ
ァ
イ
を
備
え
た
、
誰
も
が
自
由
に
利

用
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
と
な
っ
て
お
り
、

美
作
ひ
の
き
製
の
津
山
家
具
も
、
空
間

に
落
ち
着
き
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
等
も
、
美
作
ひ
の
き
が
惜
し
み

な
く
使
わ
れ
た
居
心
地
の
良
い
空
間
と

な
っ
て
お
り
、
店
舗
を
訪
れ
た
人
々
に

木
材
の
よ
さ
が
伝
わ
る
よ
う
、
細
や
か

に
配
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 　

本
店
舗
が
、
地
域
に
木
材
の
魅
力
や

そ
の
利
用
の
意
義
を
発
信
し
て
い
く
場

と
な
り
、
今
後
の
地
域
材
の
需
要
拡
大

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
津
山
普
及
指
導
区　

丸
山　

善
之
）

店舗外観（正面）

店舗内（ラウンジ）

25,324 42,129

420 700
おおむむすすびび
３３個個分分

ララーーメメンン
１１杯杯分分

森林保険公式キャラクター そよりん たもちぃ

岡岡山山県県でではは過過去去５５年年間間でで約約２２千千８８百百万万円円のの保保険険料料がが
支支払払わわれれままししたた。。


